
校 名 岩手県立高田高等学校
創 立 昭和５年創立

開 校 記 念 日 ５月６日

所 在 地 029－2205
岩手県陸前高田市高田町字長砂6－4

電 話 番 号 ０１９２（５５）３１５３(職員室)
０１９２（５５）３１５４(事務室)
０１９２（５６）３５００(広田校舎)

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０１９２（５４）３８６４

H Pアドレス http://www2.iwate-ed.jp/tak-h/

交 通 機 関 JR大船渡線陸前高田駅下車徒歩15分
岩手県交通バス高田高校前下車徒歩１分

校 長 名 工 藤 良 裕 (くどう よしひろ)

１．設置学科

平成２２年度生徒数
課 程 設置年度 設置年度

１年 ２年 ３年

普 通 科 昭和５年 １５８ １４１ １６０
全日制

海洋ｼｽﾃﾑ科 平成20年 ２８ ３３ ２３

２．本校の目指す生徒像
（１）「文武両道」をめざし、学習、部活動に意欲的に取り組む

はつらつとした生徒。
（２）進路目標を達成するため、たゆまず努力する生徒。
（３）本校生徒としての自覚を持ち、着実に努力し、豊かな心と広い視野を培っていく生徒。

３．平成23年度の入学者選抜方法について

平成２３年度推薦入学者選抜方法（平成23年1月27日実施）
①定 員 普通科１６名 海洋システム科４名
②推薦基準 基本的な生活習慣が身に付いており、志望理由が明確かつ適切であり、入学後

も意欲的に活動する意志のある生徒で、本校の教育を受けるに足る能力・適性を
持ち、以下の条件を満たしている者。
１ 中学校３年間の欠席日数が１０日以下の者。

（ただし、けがや病気による入院は除く）
２ スポーツ、文化・芸術の活動において次の(1)・(2)のいずれかに該当し、入

学後も本校の当該部に所属し活動する意志のある者。
(1)スポーツ活動で次のいずれかの実績を持つこと。

ア 中学校体育連盟が主催・共催する活動において、団体戦または個人戦の
いずれかで県大会以上の成績を収めた者。

イ 県レベルで優秀選手または強化選手、選抜選手に選ばれた者、またはそ
れと同等の実力がある者。

(2)文化・芸術活動において、各種大会の発表会・コンクールで県上位レベルの
顕著な活動が認められる者。

［運動部］野球、バスケットボール、バレーボール、ソフトテニス
ソフトボール、柔道、卓球、サッカー、水泳、剣道、陸上競技

［文化部］音楽、吹奏楽、美術、書道、パソコン、茶道
③検査内容 面 接 個人面接とする。（１５分）

作 文 あるテーマについて、600字程度で自分の考えを述べる。（50分）
④選抜方法 調査書 90点「各教科の学習の記録」

（２･３年の９教科の評定の合計）
実 績 120点 調査書及び志願理由書に記載されている実績
面 接 50点
作 文 40点
合 計 300点 ※ 合計点をもとに、総合的に判断して選抜する



平成２３年度一般入学者選抜方法（平成23年3月9日実施）

普 通 科 海洋システム科
募 集 定 員

１４４ ３６

Ａ Ｂ Ｃ

普 通 科 ８ 普 通 科 １ 普 通 科 １
各 選 考 方 法 の 割 合

海洋ｼｽﾃﾑ科 ７ 海洋ｼｽﾃﾑ科 ２ 海洋ｼｽﾃﾑ科 １

学力検査と調査書面接等との割合 ５：４ ３：７ ７：３

適性検査、小論文・作文等 無

４．特色ある教育活動

普通科の選択コースと進路

１学年 ２学年 ３学年

文Ａコース 公務員・民間就職・私立文系大学
共通科目 短大進学に対応

文 系 多様な選択科目がある
(英語、数学で
習熟度別授業 文Ｂコース 国立大学文系進学に対応
実施) 英語数学等に重点をおく

理 系 理系コース 理系大学・医療系進学に対応
数学、理科に重点をおく

海洋システム科の特色

１学年・２学年 ３学年

海洋系食品系分野の実験・実習に重点
基礎科目 ＋ 専門教科 ダイビング･小型船舶･HACCP 検定等の資格取得を目指す。

(Ｔ・Ｔによる基礎・基本の定着) 進学に重点をおいた科目選択も可能

（１）学習活動
①多様な進路希望に可能な限りこたえられるようなコース及び教育課程を設定している。
②授業の充実はもちろん、早朝及び放課後の課外、各種講習等教職員一丸となって、きめ細

かい指導を行っている。また、週５日制に伴い、隔週土曜日に学校を開放し、学習のでき
る体制をとっている。

③海洋システム科では水産・海洋系高校の生徒研究発表で東北代表として全国大会に１０回
以上の出場を果たしている。また、小型船舶２級免許、Ｃカード（スクーバダイビング資
格）をはじめ、各種検定の上級合格を目標に取り組む。

普通科の授業風景 海洋システム科の水産食品製造実習 海洋システム科の海洋スポーツ実習

（２）特別活動 ＊生徒会活動・部活動ともに活動が盛んで、すばらしい成果を収めている。
①運動部は、過去に全国選抜大会制覇を成し遂げたバレーボール部、インターハイや京都駅

伝に出場経験をもつ陸上競技部、全国大会常連のソフトテニス部や卓球部、柔道部、甲子
園出場の実績がある硬式野球部、水泳部、ソフトボール部、サッカー部、バスケットボー
ル部、剣道部などがあり、各大会で活躍している。
今年度は、陸上競技部男子がインターハイ砲丸投げ６位入賞を果たしたほか、東北大会に
はバレーボール部女子・ソフトテニス部男女・卓球部男子・柔道部男女が出場した。



バレーボール部 硬式野球部 卓球部 陸上競技部 柔道部

②文化部では多数の県高総文祭入賞を果たしている美術部
や書道部、全国大会に出場経験のある音楽部、ソロコン
テスト東北大会出場や地域行事等にも積極的に参加して
いる吹奏楽部等が、日々修練を重ね成果を上げている。
今年度は音楽部が全日本合唱コンクール東北大会で優良
賞となったほか、岩手県高総文祭では書道・美術工芸な 音楽部

どの各部門で多数の入賞を果たした。
③生徒会執行部は意欲的に活動しており、文化祭・松原清掃（地域奉仕活動）・エコキャッ

プ運動・体育祭等の学校行事を斬新な企画・アイデアで運営している。

５．入学金・授業料・諸経費等

＜平成２２年度実績＞

６．校長から一言

私は高校時代の３年間というものは、今後それぞれの人生を歩んでいく上で非常に大きな影響

を与え、そして精神的にも、身体的にも最も成長できる時期だと思います。

皆さんはこの大切な３年間をどのように過ごしていきたいと考えているのでしょうか。もちろ

ん３年間楽しく過ごせればいいのでしょうが、当然困難なことにも出会うと思います。苦しいこ

とは避け、友達と携帯でメールをしたり、ゲームをすることは楽しいかもしれません。でもそれ

は高校に入らなくてもできます。高校生活でしかできないことに一生懸命取り組み、自分が成長

することを実感し、仲間と何かを成し遂げる充実感を味わうことが高校生活の意義ではないでし

ょうか。高校では、勉強はもちろんのこと、部活動、生徒会活動等があります。これらの活動を

通じて先生、生徒等様々な人に出会います。高校生活は楽しいことも、苦しいことも、そしてど

うしようもなく悲しくなることもあるでしょう。しかし悩み、考えることで成長していくものだ

と思います。

我々高田高校教職員は、生徒とともに悩み、そして生徒が将来の目標を見出し、それに立ち向

かっていくことに対し、できる限りの支援をしていきます。

高田高校で共に学び、充実した高校生活を送りましょう。

男子 女子 男子 女子

入学料

諸会費(年間) 4,920円×10回 PTA会費・進路指導費・視聴覚費等

教 科 書

選択教科書 音楽・美術・書道の教科書

推薦辞書 普通科(国語・古典・漢和) 海洋ｼｽﾃﾑ科(国語)

学年予納金 問題集や模擬テスト代金や検定料金等

体育用品代 ¥29,300 ¥26,100 ¥29,300 ¥26,100 運動着やシューズ等

制服(全員購入) ¥40,450 ¥40,320 ¥40,450 ¥40,320

制服(希望購入) ¥21,640 ¥21,710 ¥21,640 ¥21,710 夏用のスラックス・Yシャツ・ニットベスト代

備 考

¥49,200

¥5,835 ¥6,855

\445～\935

普通科 海洋システム科

¥5,650

\8,085～\8,190 \2,940～\3,045

¥88,000 ¥74,000


